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	応用
	抗原情報
	背景
	N-メチル-D-アスパラギン酸（NMDA）受容体は、イオンチャネル型グルタミン酸受容体の一種です。NMDA受容体チャネルは、特定の記憶や学習の基盤となると考えられているシナプス伝達効率の活動依存的な上昇である長期増強に関与することが示されています。NMDA受容体チャネルは、NR1（GRIN1）、NR2（GRIN2A、GRIN2B、GRIN2C、またはGRIN2D）、およびNR3（GRIN3AまたはGRIN3B）という3つの異なるサブユニットからなるヘテロ多量体です。NR2サブユニットはグルタミン酸のアゴニスト結合部位として機能します。この受容体は、哺乳類の脳において主要な興奮性神経伝達物質受容体です。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	GRIN2BマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	GRIN2BマウスmAb（緑）を用いたSK-N-SH細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	GRIN2B マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した SK-N-SH 細胞のフローサイトメトリー分析。

